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鹿
苑
寺
で
は
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
当
寺
の
魅
力
や
情
報
を
お
届
け
す
る
た
め
に
、
新
た
な
試
み
と
し
て

「
金
閣
寺
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
」
を
開
設
し
、
二
〇
二
一
年
十
月
十
一
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
好
評
を
得

て
お
り
ま
す
。

　

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
中
で
は
、
お
馴
染
み
の
「
金
閣
・
舎
利
殿
」
の
ほ
か
に
境
内
に
あ
る
様
々
な
名
所
や

一
年
の
間
に
執
り
行
わ
れ
る
伝
統
行
事
等
の
、
ま
だ
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
は
な
い
「
本

来
の
お
寺
」
と
し
て
の
興
味
深
い
情
報
な
ど
も
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
合
わ
せ
ま
し
て
、
時
節
に
応
じ
た
御

守
り
な
ど
も
ご
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。　

ま
た
、「
金
閣
・
舎
利
殿
」
を
取
り
巻
く
自
然
の
中
で
境
内
に
訪

れ
る
動
物
や
、
季
節
に
よ
っ
て
色
々
と
変
化
し
て
い
く
植
物
の
情
報

も
適
時
お
伝
え
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
は
一
、七
〇
〇
人
を
超
え
た
と
こ
ろ
で
、

ま
だ
ま
だ
発
展
途
上
で
あ
り
ま
す
。
今
後
も
一
人
で
も
多
く
の
方
に

来
山
し
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
に
、
よ
り
魅
力
的
な
話
題
を
絶
え
ず

発
信
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
ペ
ー
ジ
に
ご
ざ
い
ま
す
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
画
像
群
の

中
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
を
ご
自
身
の
携
帯
電

話
で
読
み
取
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
「
金
閣
寺
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
」
に
移
動
し
、
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に

フ
ォ
ロ
ワ
ー
に
な
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
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慈
照
寺
で
は
、
五
月
二
十
一
日
に
開
山
夢
窓
國
師
並
び
に
開
基
慈
照
院
殿
毎
歳
忌
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

昨
年
と
同
様
、
本
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
収
束
の
見
通
し
が
未
だ
立
た
な
い
中
、
澤
宗
泰
執
事

長
の
導
師
の
も
と
、
塔
頭
寺
院
へ
の
拝
請
は
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
法
類
様
方
の
み
の
ご
出
頭
・
ご
加
担

で
粛
々
と
挙
行
い
た
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
総
代
様
を
は
じ
め
銀
閣
寺
門
前
関
係
の
一
部
の
方
の
み
の
ご
案

内
に
と
ど
め
、
十
分
に
感
染
対
策
を
施
し
た
上
で
の
法
要
開
催
に
努
め
ま
し
た
。

　

明
け
方
の
驟
雨
も

止
み
、そ
の
お
蔭
で
、

境
内
の
草
木
や
苔
の

す
べ
て
を
美
し
く
洗

い
流
し
、
滴
り
落
ち

る
雨
粒
は
初
夏
の
青

葉
を
瑞
々
し
く
、
よ

り
一
層
艶
や
か
に
見

せ
て
い
ま
し
た
。

　

雨
上
が
り
の
心
地

よ
い
薫
風
の
も
と
、

ご
案
内
の
皆
さ
ま
に

ご
参
詣
い
た
だ
き
、

無
事
法
要
円
成
い
た

し
ま
し
た
。

鹿苑寺公式インスタグラム

本堂外観

諷経する一同

開山夢窓國師像
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相
国
寺
承
天
閣
美
術
館
事
務
局
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次
回
の
展
観 「

王
朝
文
化
へ
の
憧
れ
─
雅
の
系
譜
」展�

�

イ
ベ
ン
ト
風
景

　

２
０
２
２
年
３
月
20
日
よ
り
７
月
18
日
ま
で
開
催
致
し
ま
し
た
「
王
朝
文
化
へ
の
憧
れ
─
雅
の
系
譜
」
展
に

お
き
ま
し
て
、
承
天
閣
美
術
館
学
芸
員
に
よ
る
ス
ラ
イ
ド
ト
ー
ク
と
記
念
講
座
の
二
種
類
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

　当館学芸員により、行われました、スライドトーク
と講座の様子。新型コロナウイルス感染対策として、
今まで展示室内にて行われていた学芸員による作品解
説を、承天閣美術館２階の講堂においてスクリーンを
使った形で行っております。
　スライドトークは30分、講座を90分で開催いたしま
した。

「
武
家
政
権
の
軌
跡
─
権
力
者
と
寺
」　

　

室
町
幕
府
三
代
将
軍

足
利
義
満
に
よ
っ
て
創

建
さ
れ
た
相
国
寺
は
、

歴
代
の
足
利
将
軍
と
深

い
つ
な
が
り
が
あ
り
、

ゆ
か
り
の
寺
宝
が
伝
来

し
て
い
ま
す
。

　

相
国
寺
と
そ
の
塔
頭

に
伝
来
す
る
什
物
か
ら

武
家
政
権
と
の
交
流
の

軌
跡
を
た
ど
り
ま
す
。

※
会
期
中
無
休
。

　

た
だ
し
Ⅰ
期
と
Ⅱ
期

の
間
は
展
示
替
え
の

為
休
館
。
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足あ
し

利か
が

義よ
し

満み
つ

像ぞ
う 

元も
と

鹿ろ
く

苑お
ん

院い
ん

什じ
ゅ
う

�

一
幅 

江
戸
時
代 

明
暦
三
年
・
一
六
五
七
　
絹
本
着
色
　
相
国
寺
蔵

　

室
町
幕
府
第
三
代
将
軍
、
足
利
義
満
（
一
三
五
八
～
一
四
○
八
）
は
相

国
寺
を
創
建
し
た
開
基
（
か
い
き
）
で
あ
る
。
相
国
寺
法
堂
、
開
山
堂
な

ど
に
そ
の
木
像
が
安
置
さ
れ
、
五
月
に
毎
年
厳
修
さ
れ
る
鹿
苑
忌
に
は
そ

の
肖
像
画
が
掲
げ
ら
れ
る
。

　

義
満
の
戒
名
は
「
鹿
苑
院
殿
准
三
宮
大
相
国
天
山
大
居
士
」
で
あ
り
、

そ
の
院
号
を
冠
し
た
相
国
寺
塔
頭
、
鹿
苑
院
は
義
満
の
塔
所
（
墓
所
）
で

あ
っ
た
。
現
在
、
相
国
寺
承
天
閣
美
術
館
に
は
相
国
寺
及
び
塔
頭
伝
来
の

複
数
の
義
満
像
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
本
図
は
足
利
義
満
の

塔
所
で
あ
る
塔
頭
、鹿
苑
院
伝
来
の
一
幅
で
あ
る
。
義
満
は
応
永
元
年（
一

三
九
四
）
三
十
七
歳
の
と
き
に
相
国
寺
第
三
世
、
空
谷
明
応
（
く
う
こ
く
み
ょ
う
お
う　

一
三
二
八
～
一
四
〇
七
）
を
戒
師
と

し
て
出
家
し
た
。
本
図
は
そ
の
禅
宗
様
の
出
家
者
の
姿
で
描
か
れ
て
い
る
。

　

本
図
を
納
め
た
箱
の
蓋
表
に
は
墨
書
で
「
鹿
苑
相
公
画
像　

鹿
苑
院
常
住
」
と
あ
る
。
ま
た
、
修
復
前
の
軸
木
に
は
墨
書
で

「
相
国
寺
鹿
苑
院
様　

常
住
」「
明
暦
三
年
丁
酉
二
月
二
十
八
日　

表
具
師
新
三
郎（
印
）」と
記
さ
れ
て
お
り
、
明
暦
三
年
（
一

六
五
七
）
に
鹿
苑
院
の
発
注
で
作
成
さ
れ
た
一
幅
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
な
お
、
こ
の
年
は
義
満
の
二
五
〇
年
遠
忌
に
あ

た
り
、
相
国
寺
や
鹿
苑
院
で
は
盛
大
な
遠
忌
供
養
が
催
さ
れ
た
。
本
図
は
そ
の
遠
忌
に
あ
わ
せ
て
新
調
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

永
く
鹿
苑
院
に
伝
来
し
た
が
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
一
月
二
十
六
日
に
鹿
苑
院
が
廃
絶
、
本
図
を
含
む
伝
来
の
寺
宝
が

本
山
相
国
寺
に
引
き
継
が
れ
た
。�
作
品
解
説
／
承
天
閣
美
術
館　

学
芸
員　

本
多
潤
子

第
四
教
区
善
應
寺 

第
三
世

五
十
嵐
真
吾
新
住
職
晋
山

令
和
四
年
五
月
二
十
六
日�

（
58
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

「晋山の偈」を唱える新住職

本派庶務部長より住職辞令を受け取る

晋山式記念写真
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天て
ん

地ち

同ど
う

根こ
ん 

万ば
ん

物ぶ
つ

一い
っ

体た
い

（
碧
巌
録
）

空
、
山
、
花
、
自
己
。

自
他
の
別
な
く
一
体
で
あ
る
。

兵
庫
県
佐
用
町　

撮
影
◎
教
学
部


